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轟.会費は前月中に前納 していただきます ｡会費が前節 されなかったと
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ニ ユ - ス
物性研短期研究会 ｢これからの超電導｣
I.ミし
11月 20～ 22日,物性郡 で ,腰論 ･実験あわせて約 70名が参加 して
行われた0 億藤氏 (阪大基工 )から国際会議の報告があったのち .進行 中あ
るいは計画 されている実験の報告 ,実験の提案 ,理論 の報告の他基礎理 論的
な survey と .残 された問題点の指摘があったb今回の研究会の主旨は ,理
論 と実験 の intel'playであ り ,1年後に再びその成果を討論する集 りが持
たれることが世話人の期待 として述べられたO
rStatisticalMechanicsand Thermodynamics｣ 国際会議 H UPAP,
ドイツ物理学会 ,ア～へン工科大学共催)
来年の6月 15日～50日の16日間 ,西独Aachenで行なわれ るO 主題
は 日 ) Relativisticstatisticalmechanicsand thermody-
nami cs, (2) Response in linearsystems, (5) Critical
phenomenaの予定O それ らの現状 と将来への展望について招待講演が予定
されている他 ,講演募集が行なわれる｡ 応募者は500wordsの要旨を ,
copy一部を添えて ,5月 1,5日までにProf.J.独 ixner' Technis坤e
Hochschule,51Aachenへ送附O組織委員は R.Baiescu, J- de
Boer,H.Koppe,A.丸崩f}Ster,I.Meixner,L.Waldmann.
基研成人学校 ｢地球 と物性物理｣
上記テー マの ｢成人学較｣が 12月5｢5日基所で講師7名 ,生徒約 60
人が参加 して行われたO講師と講義テーマは :









講義 ノ- トは太誌 に掲載の予定O講義 ノ- トの別刷 も作成す るので ,ご希望
の方は世話人 (基研 ･碓井恒丸)まで申込まれたい O
基研研究部員全 日 1月25,2dED
第 1日は (1)共同利用投資の使い方 , (2)素粒子暫瞭会議 , (､5)大
型電子計算機の将来計画などの問題が論議された｡ (5▲)では ,蛍術会議の
勧告 と東大で進んでいる計画 との閑係に議論が集中したd
-第 2日は ,'学締会議 ･学術体制小委 との共同会議で ,総合研究機構の問題 ,
韓 に飯田修一氏 (東大琴)か ら出された物性g針癖の計画に鍾す る私案をめぐ
って議論が行な_われたO また ,総合機構の問題 で ,共同利用研のあ り方を中
心に ,物理鏑係の シンポジウムを 1月下旬東京で開 くことが決った.
中国学術代表団め来 日
既報 , 中国学術代表団は11月28日来 日 ,約 1ケ月間滞在す るが ,物理
盛係の代表は玉守成氏に決定したO 玉守武氏は半導体 の専門家で ,申韓一科学
院単導線研究所副所長である｡
｢不安定性 と異常輸送現象｣研究会
プラズマ研究所共同研究 として ,･12月 18,17日.名大プラ研で開催
され る｡ 8月堅田で行なわれた ｢不安定性 と非線型現象｣研究会での宿題




プ Vプ リ ン t案 内
出緯される予定｡
人 の う こ き
△ 富田和久氏 (京大理) :
12月8i 渡英 ,約 7年 間下記に滞在 され るO
住所 Th;oreticalPhysics琉 visi｡n,AtomicResearch
Estatllishmerlt,吉壬arweii,Dibcot,Bprkshirp･, England.
△ T.Y.Wu氏 (NationalR_fLSParChConcii,Cariada) : 12月
中旬来 日O プラズマ研 ,基研に滞在 され る0 12月中旬 プラズマ研 で絹
か耶ノる ｢不安定性｣研究会に出縛され る予定O
プ レ プ リ ン ト 寮 内
o Th畠Ory ofLaserAction in Solid State,Gaseous and
･SemiconductorSystems fをL 報akpil andH.Sauermanr1)駄b)
O A Study of the CrystalDynamics ofZinc (G.Borgonovi,
G.Cagiiotiand I_J.Antal) LKb〕
o DoesSLuperconductivity Ⅰm.Ply FluxQua‡ltization? (Brian
B.Schwartzand LeonN.Coo°er) LKb】
o TheExistence ofaSuperconducting State in Semicondu-
ctors(旭 rvin L.Cohen)〔Kb〕
a The Influence of Impuritieson the InteractionsRespon-
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MeasurementSOf themagrlitljde,sign and temperature
dependence of theKnight shiftand susceptibility in
Platinum are used to determine the contributions to each
arising from the spin paramagnetism of the s anda ba王】ds,
the orbitalparamagnetism and the-corediamagnetism . A
complete expressif)a for -the orbitalcontributi(1n tO tb.e
KnigⅠlt Shift in a transitionmetal isderived,including
spin-orbitcoupling. We show that in the tightbindiI】g
limit,as in tile free ion,a simple relation exists
between the orbital susceptitlility and the orbitalhyper-
fine field_ The relation of the enhancement of the a
spln Susceptibility over its specific IleatValue to the
possible occurrence Of slperCOnductivity isdiscussed.
o LocalizedElectron States inDisrIrdered Chains rA.P.
Roberts)匝 k〕
1
o DynamicalGreen sFlnCtions fora Face-CenteredCubic
Crystal(B.J.Eagle andA.A.Maradudin)〔Hk〕
o TheNature of theElectronicStates inDisorderedOne-
DirnensionalSystLemS (R･E･Borland) 〔馳 〕
0 LdcalizedModesatExtendedDefects inCrystals (B.
Lengeler andW_Ludwig)ltk)
o partialSelト energy PartsofKadanofトBaym rS.Fujita)〔Ks〕
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掲 示 板
〔註〕Kb,東大理久保研 ; S恥 名大工志水研 ;
Hk,北大理物性理論研究室 ; Ks,京大基研 .
掲 示 板
京都大学理学部物理学科教授 ･助教授 ･助手公募
京都大学理学部物理学科の拡充計画 として ,昭和 5-9年度 より5ヶ年にわ
た り,約 7講座 の新設が予定 され ています. こn,に伴い下記の通 り教授 ･助
教授 ･助手を公募いたしますO希望者 の御応募 '適任者の卸推薦をお願い_い
た します｡ なお ,当物理学科は研究面では物理学教室員 と原子核理学 教室員
とが合同 して ,A , Bの2蔀 (Aは主 として物性物理学頭係 ,Bは主 として
原子核物理学漬係)に.わかれて運営されていますoA ,Bは人員 ･予算 とも
ほぼ同じ規模で ,研究上たがいに緊密な連絡を保っています｡ 公募 はA ,B
そ㌃Lぞれつ ぎの要領で行いますo
A: Aでは ,5年間にわたる予定増員について ,広 く物性物理学 一般
(プラズマ物理 ･流体物j翼･生物物理等を も含む)の研究分野にわたって ,
教授 ･助教授を公募 します｡ただし昭和59年度の増員予定 は教授 ･助教授
あわせて約 2名であ りますo
B : Bでは既存の ものを含めて ,つ ぎのよ うな研究ゲル- プが考 え られ
ていますが ,各グルー プは決 して観定 した ものではな く , 2つ以上の分野に
またが る領域 も充分に考慮されますO
刷 素粒子 ･原子核理論 , (｡) 低 エネルギー核実験 , (,,)高エネルギ
ー核実験 , (=)天体核物理 , 匝) 宇宙線 , 吊 プラズマ物理 (宇宙
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空間物理に娼す るもの) , 叫 放射線物理 (生物物理 を指向す る) ,
軒 放射線生物 ,
明年度増員予定は教授 1,助教授 2(現在の欠員 1を含む) ,助手2であり
ますが ,それぞれに1-2名増加の可能性があ_りますO今回は上記のグルー
プの うち tJl),伺 ,吊 ,吊 , を優先 しますO とくに教授は 回 を優先 しますO
ただし予定以上の増員があった場合 ,あるいは現在員に欠員が生 じた場合に
は他の分野 も考慮 します｡
雄 提 出 書 架
(2)公 募 締 切
I(5)宛 先
履歴書 , 現在までの主な業績の- らん ,今













掃 集 後 記
(面白い話は書いてありませんが ,こ の後記は必ず最後まで読まれ るよ う
お願い します !)
この雑誌 も第 5号を発行す ることになりました｡ とにか く5号rまでは続い
たわけですO ｢5号雑誌｣になるか どうか ,こOlあた~りが一つのヤマバか も
知れませんO 内容については ,できた もの を読んでいただいて批判 していた
だ く以外にありませんので,今日は経営のことについて報告 し ,いろいろお
願い もしたい と考えます0
11月2占日現在 ,申込みのあった会員は機縛 120名 ,個人 210名で ,
会費の収入は月的 占8,0口0円になりますO第 2号 (7〔〕貢)のばあい ,発行
にかかった繁用は ,印刷費 50,000円 ,送料 9,日ロ口 汚 ,人件碧5,000円 ,
その他5,000円 ,計 67,000円で ,どうや ら発行継続の見込みはついた と
判断 していいよ うに思われますO しか し上の数字 を見ていただけ31･ぱわかる
ように ,まだ手放 しで楽観できる状態ではありませんO 問題点をあげます と:
用 か りに月々の収支 はつ ぐなって も,運転資金に困 る恵険があります0歳
班会員03分月 56,0〔〕0円は ,その多 くが後払い とな りますO支払いが半年毎
に行われるとして も,最低 5占,000円×占-216,000円の運転資金が必要
とい うことになりますO 物性論懇談会か ら寄付していただいた 1,8万 円は ,
創刊のためにかかった費周をrJ>くと大分減ってお り,このままでは間 もな く
資金(,t不足 してしま うことは明かですQ この解決には ,毎月少 しづつ で も黒
字を出 して資金 をふやしてい く必要がありますが ,さしあた りは個人会員の
方に会費を前納 していただ く以外にない と考えてお ります｡
｢おねがい (A) : 機的会員の方 も可能でした ら前納をお雇いしますO
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を越えるとそれだけ赤字です し,雑誌 をよくしてい くための編集費 も含まれ
ておりませんO それ らのことを考えに入れます と,月に8万円はほ しいと思
いますO解決策は ,扉不要な支出を減 らす こと,佃収入 をふやす ことの二点
につきるわけですO(a)のために , 特 に 送料節約のために編集部 も努力 します
が ,読者の方に も:
｢おねがい (B) : 同じ所属機関に 属 してお られて ,別々に送太を うけ
てお られ る方がありました ら,できるだけ送太先を-ヶ所にまとめて下さいo
会員の方の問でご相談されてご連絡下さい o J
｢おねがい (C): 振替による送金のばあい ,送金料を太会の負担 とし
てお りましたが ,今後は送金料はすべて購読者がご負担ねがいます｡｣
(b)としては ,最後の手段は会費の値上げですが ,物庵倍増ムー ドに抵抗す
るために も,値上げはできるだけさけたい と思います｡値上げをさけるため
には .まず もう少し会員が増す必要があ りますO
｢おねがい (D) : 会員増加のために ,みなさんのご協力 をお願い しま
す｡｣
その他 ,この雑誌を物性グルー ブの機朗誌 とレて運用 してい くとい う意味
あいか らも,将来科研費等か らの援助 もお願い したい と考 えてお ります｡ そ
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